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座長 : 山口さんのこれからの質問は ト 般討論｣の中- くりこみ可能でしょうか:(笑 )0
吉川 : 可能です｡
座長 : さっき,吉川さんが ｢基研に於ける物理学｣はないと言われたが,私 も同感で,冒頭で申し上げ
たようにこの SeSSionは本当は ｢物理学における基研｣ということで したので, もう一度了承顧い
ます｡
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研は向 うべきだ, というような提案があったように思 う｡以上が,私の印象で,そんなことは言っ
てないとおっしゃるかもしれないが,その辺も含めて活発な討論をお願いします｡
山口 : 吉川さんに質問したことで言いたいことですが｡先月,スイスで 20TeVの proton,p亨あるい
は,数百 GeVの e+e- colidingbeam についての Workshopがあったときに,あまり実験屋
が理論過信を振 り回すので,腹が立って言ったことを,くりかえして言いたいのですが,かつて統
一場の理論 というのは EinsteinとInfeldが電磁場と重力場を基にして試みたわけです｡ Weylも
やった｡しかしこれは物理としては完全な失敗で, Weylがこれを新 しい数学の lClapterを拓
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くのに使った｡現在のgrandunification理論を見ると何か quark とか 1eptonがいくつかあって







吉川 : 必 らずLも賛成 しないんですが｡今朝･,山口先生が佐藤先生にそれと真反対な質問をされたと思
う｡統一理論はHiggsscalarなどがはいってきて uglyである｡統一理論があるかどうかは,神様
にしか分らないわけで,ああいう醜いものがはいっているということは末だ整備できる可能性が残
っていることをsuggestしていると思 う｡ Weylの統一理論が失敗 したというのは確かにそれはだ
めだったのでしょうが,だからといってそういうことをやってはいかん,ということにはならない
と思 う｡ Weylがそれで新 しい数学を作ったとしたら学問全体から見ると,立派な寄与をしたこと
になる｡これからも案外物理から新 しい数学の branchが生まれるかもしれない｡それはそれで大
きな成果ではないか｡







な questionがあるので, それに答えていくことも,我々が問題を整理 して,次の新 しい可能性を
探 ぐる上で物理屋の重要な仕事だと思 う｡




吉川 : そうですね｡じゃ,あれをUと書きましょうか (笑 )0








森 : 統計物理だけの話 を先程 したわけで,物性物理でもレーザーとかレーザーによる非線型光学はい
ろんなexitonあるいは分子での multiphotonprocess,半導体でのelectronの面白い問頓が出


























川口: 丸森先生に伺いたい｡原子核物理学は,これから一体 どうなるかという見通 しをお聞かせ願いた
い｡宇宙線 というのは日本では今でも盛 んですが,外国では例えばアメリカでは,宇宙線をやって
いた人は加速器を使った高エネルギーとか,あるいは天体の方に移った.日本でも似た懐向はある｡






＼丸森 : 原子核物理学は,始めて学問らしい学問になった情況ではないかと思 う｡アナロジーで言 うと,
物性論がこれだけの発展をする前期に原子分子の構造についての研究があった｡ちょうど原子核 を




惑 うばかりだ｡そのいい例が heavyion で出てくる現象で,全 く手がつかないというのが,現状
だOこの数年で heavyionの reactionで理論的予想ができなかったデータが山ほど出た｡ deep
inelasticscatteringがあるということはheavyion加速器建設期に唯一人予言 しなかった｡むし
ろ,自然界に存在 しない Superheavynucleusを作ろうとか,人工的な別なある原子核の状況 を作
ろうとか言 うのが目的であった｡実際に実験 を行なってみると先はどのような, deeplnelastic





ころが-核子あたり, 打meSO1 を作るエネルギーあた りになってくると,原子核系はそういう自
由度がないとすると,意味をなさなくなる｡- ドロン多体系としての Hamiltonianで考えること
になる｡ mesonの自由度を探ろうというのは低い励起状態でも,そういうことがあるだろうとい
うことで,いろいろと研究されている.例えば probeに 符-meSOn, 〟-meSOnを使 うというの
が最近でている｡実際にはそういうものが realisticに出てくる状況を作り出す｡そこでハ ドロン










司会 (山村 ): 原子核をやっている方で,別の答をもっている方, もっと若い方の意見を出してもらい
た い｡





学という principleに対 して何か非常に重大なはねかえりがあるというように漠然と感 じているの
だが,これについてはどうか｡






司会(三輪 ): 固体物理の方からの話があまりないのですが, いかがですか｡
粕谷 : 森さんのお話は固体物理ではなく,統計物理の話で, しかも,かなり個性の強い物理のお話で,





















とに動き出しているのかと言 うと,そうは言えないと思 う｡しかしDUMAND 計画 とか,太陽の






益川 : 何か太平洋の底で,実験 をやるという計画があると聞 くが, どれ位本気か｡
佐藤 : それがDUMAND計画で,スター トすると思 う｡ただ圧倒的に大気のニュー トリノを測 るので
目的は二つあって,大気の高エネルギーのニュー トリノの素粒子の意味での研究と astrophysics
というのと二股かけている｡ aStrOphysics は相当高い精度で astrophysicalnuxの推定 をしない
といけないので,実際にDUMANDで高エネルギーのニュー トリノの実験についてのデータとい
うのは得 られるか分 らない｡宇宙ニュー トリノのデータがはっきり出るかどうかは,やってみない
と分らない｡
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